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n
」 

町の人 口 

（昭和60年6 月30日） 

前月比較 

3,996 (+2 ) 

4,394 (+2 ) 

8,390 (+4 ) 

世帯数 2,729 (-7 ) 

男

女

計

 

ロ
反
 

七

月

は

 

「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
 

「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
行
政
 

の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
ひ
と
 

り
ひ
と
り
の
課
題
で
あ
る
」
と
い
い
続
 

け
ら
れ
、
十
数
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
 

現
在
な
お
差
別
事
象
が
あ
と
を
た
ち
ま
 

せ
ん
。
 

県
、
及
び
市
町
村
で
は
同
和
問
題
の
 

解
決
を
、
す
べ
て
の
県
民
が
自
ら
の
課
 

題
と
し
て
と
ら
え
、
差
別
を
し
な
い
、
 

許
さ
な
い
意
識
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
 

で
す
 

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
、
毎
年
七
月
一
 

日
、
三
十
一
日
を
 
「
同
和
問
題
啓
発
強
 

調
月
間
」
 
と
定
め
積
極
的
に
啓
発
活
動
 

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

方
城
町
で
は
、
本
年
度
の
同
和
問
題
 

啓
発
強
調
月
間
の
行
事
計
画
を
、
次
の
 

と
お
り
計
画
致
し
ま
し
た
。
 

町
民
み
な
さ
ん
の
多
数
参
加
と
、
ご
 

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

県道田川～直方線バイパスにて 

昭和60年度同和問題啓発強調月間行事計画 

そ
 

の
 

他
 

町
内
企
業
研
修
 

町
内
登
録
業
者
研
修
 

制
度
事
業
就
業
者
研
修
 

社
会
教
育
関
係
団
体
 

研
修
 

地

区

懇

談

会

 

行
政
職
員
、
教
師
で
プ
 

ロ
ゼ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
 

成
し
、
隣
組
単
位
で
全
 

地
区
に
啓
発
を
行
う
 

啓
発
、
広
報
 

横
断
幕
、
懸
垂
幕
、
町
 

広
報
紙
掲
載
 

親
子
の
映
画
鑑
賞
会
 

子
ど
も
に
映
画
（
も
し
 

く
は
ビ
デ
オ
）
を
見
せ
 

て
親
と
語
り
合
う
 

就
学
前
教
育
研
修
会
 

講
 
演
 
会
 

行

政

職

員

研

修

 

行
政
職
員
の
同
和
問
題
 

の
解
決
に
対
す
る
資
質
 

の
向
上
を
図
る
 

講
 
演
 
会
 

町
民
の
同
和
間
題
に
対
 

す
る
正
し
い
認
識
と
理
 

解
を
深
め
る
た
め
全
町
 

民
を
対
象
に
実
施
す
る
 

街

頭

啓

発

 

町
内
 112 

ケ
所
で
朝
・
夕
 

街
頭
啓
発
す
る
 

行
事
及
び
行
事
内
容
 

5
月
 

9
月
 

5
月
 9

月
 

5
月
8

日
 

、
 

9
月
ま
で
 

期

間

中

 

7
月
 20
 

8
 

午
後
7

時
 

30
 

7
月
 27
 

8
 

午
後
7

時
 

30 

7
月
 113 

日
 

7
月
 26
 

日
 

午
後
5
時
 

15
 

分
 

7
月
7

日
 

午
前
 10
 

時
 

7
月
1

日
 

o
午
前
7

時
 

25
 o

午
後
5
時
 

実
施
月
日
 

企

業

内

 

現
 

場
 

中
 

央
 

公

民

館

 

中
 

央
 

公

民

館

 

宅び集各 
隣会常 
組所会 
長及の 

隣役 公中 

保 民 

館場 館央 

p , 

公 中 

民 

館 央 

町
 

民
 

体

育

館

 

町
内
 

12
 

ケ
所
 

場
 

所
 

講
師
 

プ
ロ
ゼ
ク
ト
 

専
従
 

講
師
 

プ
ロ
ゼ
ク
ト
 

専
従
 

行
政
職
員
 

教
 

師
 

講
師
 

井
手
川
 

恭
子
氏
 

講
師
 

安
蘇
龍
生
 

氏
 

講
師
 

織
井
青
吾
 

氏
 

実
行
委
員
 

行
政
（
係
 

長
以
上
）
 

講
 

師
 

失
対
現
場
 

5
カ
所
 

商

工

 会
 

日
立
マ
ク
 

セ
ル
 

新
日
本
編
 

物
 

方
城
縫
製
 

な
ど
 

長

寿

会

 

青

年

団

 

茶
道
教
室
 

民
謡
教
室
 

婦

人

会

 

子
ど
も
会
 

育
成
会
 

3
校
P
T
 

A
な
ど
 

p 

全
 
町
 
民
 

親
と
 

こ
ど
も
 

保
母
職
員
 

学
校
教
職
 

員
 

行
政
職
員
 

全
 

員
 

, 

全
 
町
 
民
 

対

象

者

 
行
政
 

プ
ロ
ゼ
ク
ト
 

同

和

室

 

行
政
 

プ
ロ
ゼ
ク
ト
 

行
政
 

プ
ロ
ゼ
ク
ト
 

総 委教 

務 員 

課 会育 

教
 

育
 

委

員

会

 

就
学
前
教
 

育
推
進
協
 

総

務

課

 

町
同
推
協
 

総

務

課

 

実
施
主
体
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ー
地
区
懇
談
会
 

隣
組
単
位
で
実
施
 

同
和
対
策
審
議
会
か
ら
同
和
対
策
特
 

別
措
置
法
、
地
域
改
善
特
別
措
置
法
へ
 

と
法
律
名
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
 

法
律
の
主
旨
に
基
づ
き
、
町
と
致
し
ま
 

し
て
は
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
部
落
差
 

別
を
な
く
す
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
 

等鳶’ 

第4回中央講座 講師堀内 忠氏 

講
じ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
残
念
な
が
ら
差
別
は
深
く
潜
 

行
し
な
が
ら
生
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
近
頃
中
学
校
等
で
差
別
事
 

象
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
明
 

ら
か
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
部
落
の
完
全
 

解
放
は
望
め
ま
せ
ん
。
部
落
の
完
全
解
 

放
は
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
い
う
法
律
 

の
理
念
に
基
づ
き
、
今
回
は
行
政
が
主
 

体
と
な
っ
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
 

し
た
。
学
習
内
容
は
「
田
川
の
部
落
の
 

形
成
史
」
 
に
つ
い
て
学
び
、
正
し
い
歴
 

史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
が
 

江
戸
幕
付
の
政
策
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
 

も
の
で
あ
り
、
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
 

る
、
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

今
回
の
地
域
こ
ん
談
会
は
、
五
月
か
 

ら
8

月
ま
で
3

ケ
月
間
に
わ
た
っ
て
、
 

町
内
隣
組
（
一
三
七
）
単
位
で
実
施
し
 

て
い
ま
す
。
常
会
単
位
で
は
出
席
率
が
 

悪
く
意
見
が
か
た
よ
る
、
隣
組
単
位
だ
 

と
少
人
数
な
の
で
意
見
が
発
表
し
や
す
 

い
、
な
ど
の
理
由
か
ら
隣
組
単
位
で
計
 

画
致
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
期
間
中
に
中
央
講
座
（
講
演
）
 

を
九
回
開
催
、
併
せ
て
各
種
教
育
団
体
 

（
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
、
P
T
A

、
民
謡
 

教
室
な
ど
）
へ
の
啓
発
活
動
も
実
施
し
 

て
い
ま
す
。
 

地
区
こ
ん
談
会
に
お
き
ま
し
て
、
解
 

放
行
政
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
 

意
見
を
お
聞
き
し
て
、
今
後
の
解
放
行
 

政
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
 

構
で
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
 

だ
さ
い
。
 

差
別
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
 

め
の
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
 

し
ま
す
。
 

防

災

訓

練

見

学

 

糸
島
郡
一
一
丈
町
 

五
月
二
十
四
日
、
糸
島
郡
二
丈
町
の
 

福
吉
漁
港
で
、
福
岡
県
主
催
に
よ
る
防
 

災
訓
練
が
行
わ
れ
、
つ
ゆ
期
を
目
前
に
 

ひ
か
え
、
当
町
消
防
団
幹
部
（
勝
木
一
 

郎
消
防
団
長
他
八
名
）
は
見
学
に
出
か
 

け
ま
し
た
。
 

自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
海
上
 

遭
難
者
救
助
、
災
害
時
に
お
け
る
非
常
 

一
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
問
題
に
 

一 

県
民
の
理
解
を
お
願
い
 

無
線
通
信
、
日
赤
社
員
に
よ
る
負
傷
者
 

救
助
訓
練
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
訓
練
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
 

架
設
の
ビ
ル
（
福
吉
ビ
ル
）
で
の
火
災
 

被
難
者
の
救
出
訓
練
は
、
見
ご
た
え
が
 

あ
り
ま
し
た
。
消
防
署
員
の
ロ
ー
プ
ー
 

本
に
よ
る
、
数
通
り
の
救
出
方
法
を
目
 

前
に
し
て
、
千
数
百
人
の
見
学
者
は
、
 

消
防
署
職
員
 

へ
の
信
頼
感
 

を
い
っ
そ
う
 

深
め
ま
し
た
。
 

県
民
の
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
 

「
中
国
残
留
日
本
人
孤
児
」
と
い
う
 

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

こ
の
方
達
は
、
先
の
大
戦
の
終
結
前
 

後
の
混
乱
期
に
、
中
国
東
北
地
区
（
旧
 

満
州
）
等
に
お
い
て
肉
親
と
離
別
し
、
 

長
い
間
、
異
国
の
地
に
あ
っ
て
計
り
し
 

れ
な
い
苦
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
達
 

で
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
三
月
以
来
、
日
中
両
 

一
 

国
政
府
の
合
意
に
基
づ
き
、
中
国
残
留
 

日
本
人
孤
児
に
よ
る
訪
日
調
査
が
始
ま
 

り
、
今
回
（
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
）
 

で
、
第
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
後
 

四
十
年
、
孤
児
の
平
均
年
令
は
四
十
歳
 

を
越
え
、
肉
親
捜
し
の
決
め
手
と
な
る
 

養
父
母
や
、
日
本
の
肉
親
の
老
令
化
は
 

進
み
、
今
回
の
訪
日
結
果
が
示
し
て
い
 

る
よ
う
に
九
十
名
中
、
判
明
者
三
十
六
 

財
務
事
務
所
長
が
表
彰
 

税
務
課
 
光
 
井
 
英
 

一 
が

 

前列左から2 番目が光井さん 

員
か
ら
五
名
が
晴
れ
の
表
彰
を
、
財
務
 

事
務
所
長
か
ら
受
賞
し
ま
し
た
。
 

田
川
財
務
事
務
所
に
お
い
て
、
当
町
 

役
場
税
務
課
勤
務
の
光
井
英
一
さ
ん
が
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
福
岡
県
納
税
表
彰
を
 

受
賞
し
ま
し
た
。
 

こ
の
表
彰
は
、
県
税
の
納
付
ま
た
は
 

納
入
に
積
極
的
に
協
力
し
、
多
年
に
わ
 

た
り
税
務
事
務
に
従
事
し
た
者
に
贈
ら
 

れ
る
感
謝
状
で
す
。
 

光
井
さ
ん
は
昭
和
四
十
九
年
か
ら
十
 

年
間
、
町
・
県
税
の
業
務
を
担
当
し
、
 

そ
の
業
績
に
よ
り
今
回
の
表
彰
の
運
び
 

と
な
っ
た
次
第
で
す
。
 

こ
の
日
、
田
川
市
郡
か
ら
納
税
功
労
 

者
、
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
、
市
町
村
職
 

第
 70 

回
全
国
商
工
会
珠
算
検
定
試
験
 

ニ
十
六
名
が
合
格
 

六
月
九
日
、
全
国
商
工
会
主
催
に
よ
 

る
第
七
〇
回
珠
算
能
力
検
定
試
験
が
全
 

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
方
城
町
 

商
工
会
で
も
七
〇
名
が
受
験
、
八
幡
町
 

商
工
会
の
大
広
間
で
、
子
ど
も
た
ち
の
 

は
じ
く
算
盤
の
音
が
パ
チ
パ
チ
と
大
き
 

く
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
 

合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〔一一級〕 

仲
島
果
実
、
中
山
佳
代
 

〔
三
級
〕
 

原
亜
弥
、
高
橋
尚
子
、
田
中
淳
、
 

永
郁
子
 

〔
四
級
〕
 

富
 

田
口
陽
子
、
村
上
贋
子
、
水
上
忍
、
 

上
田
絹
代
、
山
崎
由
美
、
中
山
雄
介
 

〔
五
級
〕
 

松
島
利
光
、
矢
野
珠
美
、
辻
村
真
奈
 

美
、
富
永
さ
お
り
 

T
ハ
級
〕
 

仲
村
友
美
、
稲
富
礼
、
山
内
毅
 

＆麟磁 
方城商工会にて 

〔
七
級
〕
 

藤
光
り
つ
子
、
辻
生
ま
り
子
、
清
水
 

暁
音
、
佐
貫
純
子
、
辻
村
利
江
 

〔
八
級
〕
 

松
島
良
太
、
佃
富
士
美
 

マ
ラ
ソ
ン
人
生
を
 

橋
娠
選
手
が
語
る
 

六
月
三
十
日
（
日
）
方
城
町
体
育
振
 

興
協
会
創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
一
 

環
と
し
て
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

講
師
は
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
 

メ
ダ
リ
ス
ト
君
原
健
ニ
さ
ん
（
四
四
）
 

と
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

マ
ラ
ソ
ン
選
手
、
地
元
方
城
町
出
身
の
 

水
上
則
安
さ
ん
（
三
七
）
二
人
は
、
 
「 

ス
ポ
ー
ツ
に
学
ぶ
」
 
の
テ
ー
マ
で
、
約
 

二
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
を
行
い
ま
し
 

名
、
判
明
率
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
過
 

去
の
訪
日
調
査
の
な
か
で
最
も
低
い
率
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

中
国
政
府
に
よ
り
ま
す
と
、
二
千
人
 

以
上
の
人
達
が
祖
国
日
本
を
一
度
も
訪
 

ず
れ
る
こ
と
な
く
、
今
日
に
到
っ
て
い
 

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
 

な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
十
月
に
中
 

国
を
訪
問
し
た
渡
辺
前
厚
相
と
、
呉
学
 

た。 ま
ず
体
協
会
長
の
永
岡
巌
さ
ん
が
、
 

炭
坑
閉
山
で
経
済
的
に
も
、
心
身
と
も
 

困
窮
を
窮
め
て
い
た
二
〇
年
前
、
ス
ポ
 

ー
ツ
を
通
じ
て
町
の
浮
揚
、
快
気
を
求
 

め
た
い
と
い
う
目
的
で
体
協
が
生
ま
れ
 

た
、
今
日
は
君
原
選
手
と
水
上
選
手
の
 

話
を
聞
い
て
、
今
後
の
人
生
に
少
し
で
 

も
役
立
て
て
ほ
し
い
、
と
あ
い
さ
つ
。
 

君
原
さ
ん
は
、
中
学
生
の
時
は
成
績
 

は
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
不
良
グ
ル
ー
プ
 

仲
間
が
い
た
が
、
走
る
こ
と
で
不
良
に
 

な
ら
ず
に
す
ん
だ
。
 

友
人
の
勧
め
で
駅
伝
ク
ラ
ブ
に
入
っ
 

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
走
る
こ
と
に
の
 

め
り
こ
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
た
め
、
青
 

春
を
犠
牲
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
 

（
デ
イ
ト
、
旅
行
）
と
も
思
っ
た
が
、
 

大
切
な
こ
と
は
目
標
以
外
は
捨
て
る
勇
 

気
こ
そ
必
要
だ
と
思
う
。
 

私
が
走
っ
た
こ
と
で
気
が
つ
い
た
こ
 

と
は
、
何
事
で
も
と
に
か
く
や
っ
て
み
 

る
こ
と
（
実
行
力
）
、
私
は
十
三
万
キ
 

ロ
（
地
球
三
周
）
を
今
ま
で
に
走
っ
た
。
 

苦
し
く
な
れ
ば
い
つ
で
も
や
め
る
こ
 

と
が
で
き
る
、
も
う
少
し
（
電
柱
一
本
）
 

が
ま
ん
し
て
走
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
走
 

っ
た
、
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。
 

水
上
さ
ん
は
、
小
さ
い
時
は
運
動
会
 

で
い
つ
も
ど
ん
じ
り
で
あ
っ
た
が
、
い
 

つ
も
目
標
を
持
ち
、
そ
の
目
標
に
向
っ
 

て
努
力
し
た
、
福
井
団
体
に
出
場
し
た
 

喜
び
は
今
も
忘
れ
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
 

ク
に
出
場
し
て
 37 

度
の
中
で
が
ん
ば
っ
 

た
話
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
 

会
場
に
集
ま
っ
た
約
三
百
人
の
町
民
 

は
、
二
人
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
 

い
ま
し
た
。
 

講
演
会
終
了
後
、
体
協
の
委
員
と
こ
 

ん
談
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
マ
ラ
ソ
ン
 

競
技
の
中
で
の
食
事
に
つ
い
て
、
走
る
 

前
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
の
質
間
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
水
上
さ
ん
の
出
身
地
の
野
 

添
公
民
館
で
、
子
ど
も
会
及
び
常
会
員
 

か
ら
熱
烈
な
る
歓
迎
を
受
け
、
座
談
会
、
 

サ
イ
ン
会
な
ど
を
開
き
ま
し
た
。
 

謙
中
国
外
相
と
の
会
談
で
「
六
十
一
年
 

ま
で
に
一
応
の
決
着
を
つ
け
る
」
と
の
 

合
意
が
成
立
し
て
い
ま
す
。
 

県
と
し
ま
し
て
も
、
日
頃
か
ら
関
係
 

機
関
の
協
力
に
よ
り
、
県
民
の
み
な
さ
 

ま
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
ご
理
解
を
広
 

く
お
願
い
し
、
一
日
も
早
く
、
解
決
に
 

む
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

肉
親
捜
し
や
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
 

ご
意
見
、
要
望
、
情
報
な
ど
あ
り
ま
し
 

た
ら
次
の
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

（
相
談
窓
口
）
 

福
岡
県
民
生
部
援
護
課
 

量
（
〇
九
二
）
六
五
一
 
・一 

一 
一 

一 

内
線
二
八
七
三
 

又
は
役
場
福
祉
課
窓
口
 


